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C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

作品のインターネッ
ト公開に向けて、引
き続き作品情報を
精査しながら電子
化を行います。

ガラス作品47件、陶磁器作品35
件、計82件について、写真の撮影
および電子化を行い、キャプション
をつけたうえで収蔵品管理システム
に登録しました。くわえて、それらの
作品データについても、2020年度
までに行った悉皆調査に基づき、
作品情報や過去の展覧会出品歴
を精査しました。

上半期に引き続き、作品
の写真撮影と情報の精
査を並行して行い、イン
ターネット公開に向けた
作品データの整理を進
めます。

ガラス作品51件、陶磁器作品105件、計156件
について、写真の撮影および電子化を行い、
キャプションをつけたうえで収蔵品管理システ
ムに登録しました。また、将来的な多言語対
応に備え、約40件の作品については英語表
記での登録も行いました。さらに、登録した情
報は今年度新たに登録した博物館公式インス
タグラムで公開を始めています。

156件

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

当計画や町田文化
芸術を広く市民に
周知する必要があ
ります。
町田市における文
化芸術ホールのあ
り方については、ま
ちづくり全体との調
整が必要なため、
別途検討する必要
があります。当計画
の策定と平行して、
2024年度から文化
芸術ホールのあり
方の詳細につい
て、検討を進めて
いきます。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

町田市がもつ
工芸作品の
PR

①市民が工芸作品に接し「パークミュージアム」へ
の期待が高まるような講座および関連企画を開催
します。

②（仮称）国際工芸美術館開館に向けて、市内・地
域の団体と連携した取り組みや展覧会を実施しま
す。

①イベント回数

②展覧会回数

①49回

②2回
○

①工芸の魅力を感じていただける
市民向けの体験講座を、合計で31
回実施しました。

②12～2月にかけて実施する展覧
会の準備を進めています。

博物館は、秋の市民向
けの体験講座に加え、町
田華道協会や多摩クラフ
ト協会とのコラボで行う展
覧会を実施します。

①体験講座を合計52回実施しました。今年度
は新たに市内の事業者と連携して、博物館の
所蔵作品をモチーフにしたペーパークラフトを
用意し、来場者に組み立てていただく講座を
実施しました。また、昨年度に実施した市内工
房調査に基づき、市内在住の工芸作家による
新講座も企画・実施しました。

②館外展示は合計2回実施しました。中央図
書館での展示は町田華道協会と共催し、国際
版画美術館での展示は多摩地域の作家団体
である多摩クラフト協会と連携して開催しまし
た。また展覧会の案内はがきデザインコンペ
では、町田市内および近郊の学校に積極的
に働きかけた結果、昨年度を46件も上回る応
募数がありました。

①52回

②2回
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

（仮称）国際工芸美
術館開館に向けた
気運醸成のため、
市内外の団体との
新たな連携による
事業を企画します。
また、市民が工芸
作品に接し「パーク
ミュージアム」への
期待が高まるような
展示やイベントを実
施していきます。

1 -

（仮称）町田市
文化芸術のま
ちづくり基本
計画策定作業

（仮称）町田市文化芸術のまちづくり基本計画の策
定に向け、市民を対象としたアンケート調査や、子
どもからの意見収集を行い、骨子（案）を作成しま
す。

計画策定の進捗

計画
類型

7月の第1回庁内検討委員会・懇談
会において、骨子（案）の作成に向
け、現状と課題、計画の考え方を整
理しました。

また、骨子（案）作成の基礎調査と
して、7～8月には各子どもセンター
にて子どもから聞き取り方式により
意見収集を、9月には郵送により市
民意識調査を実施しました。

子どもからの意見収集・
市民意識調査結果や、
第2回・第3回庁内検討
委員会、懇談会からの意
見等を踏まえ、計画骨子
（案）を作成完了します。
子どもからの意見をとりま
とめ、各子どもセンター
に掲示して共有します。

7～8月に各子どもセンターでの聞き取り調査
を、9月に市民意識調査を実施し、調査結果
は市ホームページや各子どもセンターに掲示
し、共有しました。
これらの調査結果や7月～3月にかけて開催し
た庁内検討委員会及び懇談会の意見等を踏
まえ、計画骨子（案）を作成完了しました。
骨子（案）作成に際しては、他部署と連携し、
2024年度に作成する素案に掲載する事業を
想定しながら作成しました。
また、市民や町田を訪れる人に当計画を知っ
てもらえるよう、概要版を手に取りやすい絵本
の形式として作成することとし、2024年度から
作成に着手する予定だったところを前倒しで
取組みました。

骨子（案）完了骨子（案）完了 ○

3 -
収蔵作品デー
タの整理およ
び電子化

博物館収蔵作品のインターネット公開に向けて、作
品の写真撮影を行い、キャプション（作品の情報及
び解説をまとめたもの）を作成します。また、作品
データを整理し、電子化します。

収蔵作品データを整理
した数

150件 ○

部課名 文化スポーツ振興部文化振興課

課の使命
誰もが文化芸術に親しむことができるよう、市民の文化芸術活動の振興や、魅力ある文化芸術とふれあえる環境づくりに取り組みます。
そのための環境整備、鑑賞機会の創出、活動支援、情報発信を行います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5 -
ワーク・ライフ・
バランスの実
現

業務の負荷が特定の職員に偏らないよう、課内で
業務スケジュールを共有し、管理する意識を高めま
す。それにより、業務を効率化し、時間外の削減に
繋げます。また、各取組の意図や達成状況を確認
するため、4半期に１度の振り返りを行います。
なお、業務の形態に合わせ、市庁舎と博物館でそ
れぞれ以下の取組を行います。
①【全員】年次有給休暇取得率の改善を図ります。

②【市庁舎】はテレワークを活用し、業務の進捗管
理をします。

③【博物館】業務進捗管理のための定例会議を実
施します。

①【全員】年次有休休暇
取得日数

②【市庁舎】全員が月に2
回以上テレワークを実施
した月数

③【博物館】業務進捗管
理のための定例会議を
行った回数

①１3日/人

②9回

③47回

○

①１人あたりの年次有給休暇取得
日数は7日でした。

②全員が月に2日以上テレワークを
実施した月数は3回でした。

③業務進捗を管理するための会議
を基本的に週1回のペースで合計
25回行いました。

①～③について、進捗管理表を用
いて各職員のスケジュール管理の
意識づけを行うことで、業務効率化
及び時間外削減の取組を推進しま
した。また、四半期ごとの振り返り及
び達成状況の確認を行いました。

4 -
デジタルを活
用した文化芸
術の情報発信

町田市の文化芸術情報や、博物館の体験講座や
展覧会の情報を周知するため、SNS(インスタグラ
ム・ツイッターX（旧Twitter））を活用して情報発信し
ます。
※サービスの名称が変わったため、修正しました。

SNS（インスタグラム・ツ
イッターX（旧Twitter））
のフォロワー数
※サービスの名称が変
わったため、修正しまし
た。

年度当初と比
較して5%増

◎

SNSのフォロワー数が6.6%増加しま
した。
インスタグラムについては、昨年度
同期間と比較して投稿回数を増や
し、また、リール機能及びストーリー
機能を活用してフォロワー内外の
目につく機会が増えるよう工夫しま
した。
X（旧Twitter）については、博物館
所蔵作品の魅力を紹介する様々な
コンテンツを発信しつつ、イベント
毎に来場者へフォローの呼びかけ
を行いました。
その結果、目標以上にフォロワーを
増やすことができました。

現在のフォロワーを維持
しつつ、新規フォロワー
を獲得していくため、魅
力あるコンテンツの制作
および投稿を継続してい
きます。

SNSのフォロワー数が16.2%増加しました。
インスタグラムについては、投稿回数を増や
し、リール機能及びストーリー機能を活用した
ほか、下半期には、新たに博物館が所蔵する
作品を紹介するアカウントを立ち上げました。
X（旧Twitter）については、4コマ漫画やアニ
メーションなど新たなコンテンツを制作・発信
することで、より広い層にフォローしていただ
けるよう工夫しました。さらに、博物館公式Xの
フォロワーをインスタグラムに誘導するようなポ
ストを頻繁に行いました。
以上の結果、目標以上にフォロワーを増やす
ことができました。

16.2%増 B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

文化芸術情報の掲
載を依頼する団体
が固定化している
ため、情報を知りた
い人だけでなく、発
信したい人に向け
ても、アカウントを周
知していく必要があ
ります。
また、博物館の情
報を外国に向けて
発信していくため、
英語など多言語で
の投稿も行うように
します。

C

C:テレ
ワーク実
施月数
は目標に
2回及ば
なかった
ものの、
年次有
給休暇
日数及
び業務
進捗管
理のため
の定例
会議開
催回数
が目標
値をとも
に上回っ
たためで
す。

各職員のスケ
ジュール管理意識
は向上したものの、
職員同士の調整が
不十分であったこと
が、一部の目標達
成に至らなかった
原因です。引き続き
業務の進捗状況を
共有する場を確保
しながら、お互いが
フォローし合える環
境作りに努めます。

①年次有給休暇取得率
の低い担当業務職員に
ついて声掛けを行い、取
得日数の底上げを図りま
す。

②引き続き業務の効率
化及び平準化に取り組
みながら、テレワーク実
施日数の確保を促しま
す。

③特定の職員に業務が
偏ることがないよう、業務
を共有するための会議を
継続して行います。

四半期ごとの振り返り実施時に、各職員に対
し、進捗管理表を用いたスケジュール管理の
徹底を呼びかけ、業務効率化及び時間外削
減の取組を推進しました。特に下半期は、次
月より先の予定も入力しておくことで、中長期
の予定も強く意識するようになり、より計画的
なテレワーク実施や休暇取得に繋げました。
博物館の定例会議については、各職員が抱
えている業務の内容を共有し、お互いにフォ
ローできる体制を構築したことで、業務の平準
化が実現しました。

①１4日/人

②7回

③48回
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C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・来年度も引き続
き、時間外勤務削
減に向けた効率
的・効果的な取り組
みを進めていく必
要があります。

時間外勤務削
減に向けた課
内共有

定期的に担当間の業務状況の共有と確認を行い、
業務の効率化を図ることで、時間外勤務の縮減に
努めます。

課内共有の場の設定回
数

4回

4月に業務内容の整理と割り振りを
行い、担当間の業務の平準化及び
情報共有のための打ち合わせを月
に1回、計6回行いました。

引き続き、課内で情報共
有をする中で、業務の平
準化をはかり、時間外勤
務時間の縮減等に努め
ます。

(仮称)国際工芸美術館の整備スケジュール変
更に伴う対応等により時間外勤務時間の縮減
には至りませんでしたが、時間外縮減に向け
効率的に行うため、課内共有の場を設け、各
担当業務の進捗状況、課題を都度共有し、1
年を通じて、効率的に業務を遂行することが
できました。

12回

D

D:取り組
みました
が、成果
が不十
分である
ためで
す。

①②工事着手前に
には近隣の方々へ
工事説明会を行う
など、引き続き丁寧
に説明しながら、整
備工事を進める必
要があります。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

芹ヶ谷公園”
芸術の杜”
パークミュージ
アム　「美術エ
リア」の整備

①(仮称)国際工芸美術館について、整備工事を実
施します。

②（仮称）国際工芸美術館の開館時には（仮称）公
園案内棟／喫茶／版画工房／アート体験棟が完
成し、切れ目なく版画工房が利用できるよう、（仮
称）公園案内棟／喫茶／版画工房／アート体験棟
の基本・実施設計を進めます。

芹ヶ谷公園”芸術の杜”
パークミュージアム　「美
術エリア」整備の進捗状
況

①（仮称）国際
工芸美術館整
備工事の実施

②（仮称）公園
案内棟／喫茶
／版画工房／
アート体験棟
基本・実施設
計の完了

◎

8月19日に、"パークミュージアム"
の実現を目指したイベント
「FuturePark Lab　2023Summer」を
開催し、市内大学や事業者、地域
の団体、市役所の他部署の取組等
と連携したプログラムを実施しまし
た。また、町田市がホストタウンに登
録しているインドネシア関連のイベ
ントも実施しました。
当日は多くの方にご来園いただき、
文化芸術活動拠点としての公園の
新たな活用方法や魅力を伝えるこ
とができるいい機会となりました。
なお、イベント参加者を対象に行っ
たアンケートの満足度は100％でし
た。

市がホストタウンに登録しているインドネシア
の影絵等を行った、8月の「Future Park Lab」
に引き続き、11、12、3月にも開催しました。11
月は市内就労支援施設による、動物絵画の
屋外展示等を行いました。12月はまちなかの
回遊性の向上を目的とした、町田ゆかりの
アーティストによる中心市街地のアート作品を
描いた屋外展示に加え、町田を題材とした
フォトコンテストを行いました。3月は市内大学
によるライトアップ等を行いました。その他に
も、NPO法人団体の他、庁内との連携による
企画を行いました。いずれのイベントも多くの
方が来園し、多様な文化芸術の活動拠点とし
ての公園の新たな活用方法や、芹ヶ谷公園の
魅力を伝えることができました。結果、イベント
参加者を対象に行ったアンケートの満足度は
99.0%でした。

99.0% B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

・引き続き地域の
方々等との連携を
強め、関係を構築
していくことで、将
来「パークミュージ
アム」として多くの方
に愛される公園とな
るよう、「Future
Park　Lab」を継続し
て進めていきます。

・より市民が文化芸
術・自然に触れるこ
とができるよう、プレ
スリリース等、各広
報媒体をさらに効
果的に活用し、計
画的な情報発信を
強化していく必要が
あります。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

11月、12月、3月にも、市
内大学や事業者等とコラ
ボレーションしながら、
「Future Park Lab」を実
施する予定です。また、
各イベントでは、参加者
を対象に、満足度アン
ケートを実施する予定で
す。

計画
類型

①整備工事着手に向け、契約手続
きを進めましたが、入札が中止とな
り、スケジュールに遅れが出ていま
す。そのため事業スケジュールを見
直し、今年度の整備工事着手に向
けて契約手続きを進めています。

②地域の方々、版画工房・アトリエ
の利用者や版画・工芸・教育普及
の有識者、公園を利用する親子な
どの意見を聞きながら、基本設計を
完了させ、実施設計を進めました。

①12月の整備工事契約
に向けて、契約手続きを
進めます。

②地域の方や関係者の
方等へ丁寧に説明を行
いながら、引き続き、実
施設計を進めます。

①整備工事着手に向け、契約手続きを進めま
したが、建築資材の高騰に加え、技術者・職
人不足により、入札やプロポーザルが中止と
なり、今年度内に整備工事の着手には至りま
せんでした。しかし、適切な工事の発注にむ
けて、設計図書を客観的な視点で検証し、工
事費や工期、工法等が適切であるかを評価・
見直しをするコンストラクションマネジメント業
務を実施しました。

②地域の方々、版画工房・アトリエの利用者
や版画・工芸・教育普及の有識者、公園を利
用する親子などの意見を聞きながら、基本・実
施設計を完了させました。

①（仮称）国際
工芸美術館実
施設計完了

②（仮称）公園
案内棟／喫茶
／版画工房／
アート体験棟
基本・実施設
計の完了

△

3 -

芹ヶ谷公園”
芸術の杜”
パークミュージ
アム実現に向
けた機運醸成
の取組み

芹ヶ谷公園がパークミュージアムとして町田の多様
な文化芸術活動の拠点となり、より多くの人に愛さ
れる公園となるように育て、盛り上げていくための取
組みを進めます。

イベント実施時の満足度 80%

◎

部課名
文化スポーツ振興部文化振興課パークミュージアム担

当

課の使命
町田市中心市街地に隣接する緑豊かな都市公園である芹ヶ谷公園と（仮称）国際工芸美術館・国際版画美術館等を整備、一体的に運営するプロジェクト「芹ヶ谷公園芸術の杜プロジェクト　パークミュージアム」によって、まちに新たな賑わいと交流を生みだすとともに、町
田市全体の魅力向上、ブランド価値の向上を目指します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

多様なスポーツ機
会を提供するため、
引き続き、地域ス
ポーツクラブ及び指
定管理者と連携し、
運動関連動画等の
作成、情報発信を
行います。

自宅でできる運動動画等作成につ
いて、下半期の公開に向けて、地
域スポーツクラブ等と打ち合わせを
行い、動画作成を進めました。
また、各指定管理者と調整を行い、
Facebookやインスタグラム等で、26
件の運動関連動画等の情報発信
を行いました。

引き続き、地域スポーツ
クラブ及び指定管理者と
連携し、地域スポーツク
ラブ4件、指定管理者18
件の運動関連動画等を
作成し、情報発信を行い
ます。

地域スポーツクラブ及び指定管理者と連携
し、運動関連動画を作成し、町田市Youtube
チャンネルに新規動画を5件公開しました。公
開した動画については、ツイッターや広報紙
「みんなの健康だより特別号」等にホームペー
ジのURLやQRコードを掲載するなど、情報発
信を行いました。また、各指定管理者におい
ても、Facebookやインスタグラム等で、55件の
運動関連動画等の情報発信を行うことで、当
初の目標値の約50％増となる、計60件の情報
発信を行いました。

60件

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

①PFI手法による事
業の実施に向け
て、2024年度中に
事業者の公募・選
定を進めます。

②引き続き、関係
団体等と連携・協力
し、パラスポーツの
普及啓発及び理解
促進、パラリンピック
のレガシー継承に
向けて、イベントや
体験会等を実施し
ます。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

スポーツマッ
プの作成・配
布

子どもにスポーツの楽しさや魅力を伝えるだけでな
く、保護者に向けてもスポーツ情報を発信するた
め、ホームタウンチーム（FC町田ゼルビア）の協力
を得ながら、地域のスポーツが楽しめる場所やス
ポーツ情報がまとめられた地図を作成し、地区内の
小学校に配布します。

スポーツマップの作成地
区数

3地区
（累計10地区）

○

3地区（木曽地区、忠生地区、鶴川
地区）の地域のスポーツが楽しめる
場所やスポーツ情報を調査し、ス
ポーツマップ（案）を作成しました。

市内全10地区の完成に
向けて、作成した（案）を
もとに、掲載予定施設の
施設管理者と調整し、残
る3地区のスポーツマッ
プを作成し、区域内の小
学1～3年生に配布しま
す。また、過年度に作成
した7地区（南地区、高ヶ
坂成瀬地区、相原地区、
小山・小山ヶ丘地区,町
田第一地区、町田第二
地区、玉川学園・南大谷
地区）については、時点
更新の修正をし、区域内
の新1年生を対象に配布
します。

地域のスポーツが楽しめる場所やスポーツ情
報を掲載したスポーツマップを3地区(木曽地
区、忠生地区、鶴川地区)作成し、ホームタウ
ンチーム（FC町田ゼルビア）と連携を図り、区
域内の小学校16校に配布しました。この3地
区の作成によって、市内全10地区のスポーツ
マップが完成しました。
また、過年度に作成した7地区（南地区、高ヶ
坂成瀬地区、相原地区、小山・小山ヶ丘地
区、,町田第一地区、町田第二地区、玉川学
園・南大谷地区）については、時点更新の修
正をし、区域内の新1年生を対象に配布しまし
た。

3地区
（累計10地区）

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

今後も時点更新な
どの対応やさらなる
新規情報の追加に
向けて、関係各課
や施設管理者等と
調整を進めていき
ます。
また、引き続き、印
刷等については、
ホームタウンチーム
（FC町田ゼルビア）
の協力を得ながら、
進めていきます。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

（仮称）町田木
曽山崎パラア
リーナ整備

2013年度に策定した「町田市木曽山崎団地地区ま
ちづくり構想」において、健康増進関連拠点として
位置づけられている旧忠生第六小学校用地に、
「（仮称）町田木曽山崎パラアリーナ」を整備するた
めの検討等を進めるとともに、2024年度に実施予
定の事業者公募に向けて、要求水準書の作成を
行います。

整備方針等の検討及び
要求水準書作成

計画
類型

①民間事業者及び関係団体へのヒ
アリングや現地視察を実施し、導入
機能や管理運営方法などに関する
意見を収集しました。その内容を踏
まえて、整備方針等の検討を行い
ました。

②町田市バドミントン連盟と日本パ
ラバドミントン連盟と連携して、市内
の小学生を対象としたパラバドミント
ン体験会を9回実施しました。また、
総合体育館で開催した、「チャレン
ジマッスル」において、東京都と連
携してAIボッチャのブース出展や
車いすラグビーの日本代表選手を
ゲストに招きました。

①引き続き、整備方針等
の検討を行い、PPP/PFI
導入可能性調査及び事
業者公募に向けた要求
水準書の作成を進めま
す。

②引き続き、関係団体と
連携し、パラスポーツの
理解促進に向けたイベ
ントを実施します。
下半期は、ブラインドサッ
カー協会と連携して体験
会等のイベントを実施し
ます。

①民間事業者及び関係団体へのヒアリング等
を実施し、導入機能や管理運営方法などに関
する意見を収集するとともに、その内容を踏ま
えて、PPP／PFI導入可能性調査を実施し、整
備方針を策定しました。加えて、2024年度に
実施する事業者公募に向けて、学識経験者
を含めた選考委員会を設置し、要求水準書等
の作成を行いました。

②関係団体等と連携・協力し、パラスポーツの
普及啓発及び理解促進に向けて、関係団体
と連携して４事業実施しました。具体的には、
サポートシティになっている日本パラバドミント
ン連盟や日本ブラインドサッカー協会と体験
会を開催しました。また、ホストタウン相手国パ
ラバドミントンインドネシア代表来日に際して
は市内の小学校を対象にパラバドミントン体
験会を実施する等、積極的に取り組みを推進
しました。

整備方針等の
作成及び要求
水準書等の作
成

整備方針等の
検討及び要求
水準書作成完
了

○

3

重
点
事
業
プ
ラ
ン

運動関連動画
等の情報発信

地域スポーツクラブや指定管理者の協力を得なが
ら、スポーツ実施率向上のため、市民の誰もが、い
つでも、どこでもスポーツに参加できるよう、健康増
進や体力向上を目的とした自宅でできる運動動画
等の作成や情報発信を行います。

運動関連動画等の発信
数

40件 ○

部課名 文化スポーツ振興部スポーツ振興課

課の使命
スポーツをする場所や機会を提供するとともに、スポーツ支援活動を支えることで、市民の健康で明るく豊かな生活を実現します。
また、身近な生活の中でトップレベルのスポーツ等に親しむことができる環境を整え、活力ある社会を構築します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

下半期に予定されている
事業の実施に向けて、指
定管理者や関係団体と
連携し、トップアスリートと
の交流機会を創出して
いきます。

年間を通して各スポーツ施設において、サッ
カーのクリニックやカヌーの体験会等を実施し
ました。加えて、パラバドミントンインドネシア
代表との交流イベントや読売巨人軍現役選手
の小学校訪問を実施するなど、年間で当初の
目標値の約50%増となる計14回の交流機会を
創出しました。

14回 B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、市民のス
ポーツへの関心を
高めるため、関係
団体や指定管理者
等と連携・協力し、
トップアスリートとの
交流機会を創出し
ます。

7

個
別
計
画

パラスポーツ
の理解促進・
普及啓発

多様なスポーツへの理解を深め、スポーツ活動を
推進するため、パラスポーツ教室や体験会等を実
施します。

パラスポーツ関連事業参
加人数

2,100人 ◎

パラバドミントン体験会や総合体育
館で開催した「チャレンジマッスル」
等を予定通り実施したことに加え、
「こどもスポーツチャレンジ」では、
パラスポーツの体験ブースを設置
する等、上半期で計2,007人が参加
しました。

引き続き、予定している
学校でパラバドミントン体
験会を実施し、スポーツ
推進委員の事業も行い
ます。また、ブラインド
サッカーの日本選手権
が3月に開催されるた
め、主催者と連携して周
知に向けた体験会等イ
ベントを実施します。

パラバドミントン体験会やスポーツ推進委員の
事業を行いました。
さらに、パラバドミントンインドネシア代表との
交流イベントや、ブラインドサッカー日本選手
権開催の際の体験会など、年間で当初の目
標値の約40%増となる計3,080人が参加しまし
た。

3,080人 B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、パラバド
ミントン体験会やス
ポーツ推進委員の
事業を行っていきま
す。加えて、パラス
ポーツ団体と連携
し、体験会や大会
の開催に向けて進
めていきます。

6

個
別
計
画

トップアスリー
トとの交流の
活性化

市民のスポーツへの関心を高めるため、トップアス
リートとの交流機会を創出します。

トップアスリートとの交流
機会の回数

9回 ○

予定していたフェンシング、ハンド
ボール、バレーボールの教室事業
や読売巨人軍の町田市フェスタ、
パラバドミントン体験会を実施しまし
た。加えて、ラグビー施設見学交流
事業や総合体育館で開催した
「チャレンジマッスル」で、車いすラ
グビーの日本代表選手による体験
ブースを設置する等、上半期で計7
回の交流機会を創出しました。

5

個
別
計
画

スポーツボラ
ンティア活動
支援

スポーツを「支える」人材を支援するため、市民ボラ
ンティア「まちだサポーターズ」が活躍できる機会を
提供するとともに、研修会等を実施します。

「まちだサポーターズ」延
べ活動人数

2,600人 ○

ホームタウンチームのホームゲーム
での活動や町田さくらまつり等のス
ポーツ以外のイベント、また、発足
10周年記念の自主事業等を実施
し、第1四半期（4月～6月）と第2四
半期（7月～9月）で延べ1,673人が
活動しました。

4

重
点
事
業
プ
ラ
ン

ホームタウン
チームの支援

ホームタウンチームを周知するため、チームと連携
してホームゲーム情報等の発信やツイッターX（旧
ツイッター）・広報・ホームページ・横断幕掲出等の
PR活動を積極的に行います。

※ツイッターについて正式名称に修正いたしまし
た。

①広報等周知活動の取
組回数

②ホームタウンチーム関
連ツイートPosts（ポスト）
のインプレッション数（ツ
イッターX（旧ツイッター）
の画面上に表示された
回数）

①180回

②平均1,200イ
ンプレッション

○

①ホームタウンチームのPRのため、
広報まちだやホームページ、応援
イベントの開催、X（旧ツイッター）で
の情報発信等を行いました。予定し
ていた周知活動に加えて、チーム
のイベントに合わせたホームタウン
チーム展を開催する等、周知活動
を133回行いました。

②X（旧ツイッター）でのホームタウ
ンチームの周知を計118回行い、平
均1,247インプレッションを獲得しま
した。

①引き続き、広報まちだ
やホームページでの周
知活動を行い、ホームタ
ウンチームの活動に合わ
せてX（旧ツイッター）を
活用した情報発信も積
極的に行っていきます。
また、リーグ優勝を目指
すホームタウンチーム2
チームを応援するため、
ペデストリアンデッキの装
飾等で機運醸成を図り、
市内の盛り上げに繋げま
す。

②下半期は、多くのユー
ザーにツイートを見てもら
い、ホームタウンチーム
の周知につながるよう、
ホームタウンチームと連
携しながら内容を工夫し
ていきます。

➀ホームタウンチームのPRのため、広報まち
だやホームページ、応援イベントの開催、X
（旧ツイッター）での情報発信、さらに、FC町
田ゼルビアのリーグ優勝に伴った、懸垂幕や
横断幕の設置、Fリーグファイナルシーズン町
田ラウンドに向けて応援ウィークを開催する
等、当初の目標値の約30%増となる合計235回
周知活動を行いました。

②X（旧ツイッター）でのホームタウンチームの
周知を計186回行い、当初の目標値の約70%
増となる平均2,032インプレッションを獲得しま
した。

➀235回

➁平均2,032イ
ンプレッション

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、広報まち
だやホームペー
ジ、X（旧ツイッ
ター）での周知活動
を積極的に行いま
す。
加えて、FC町田ゼ
ルビアのJ1昇格や
ASVペスカドーラ町
田のリーグ準優勝
等をチャンスと捉え
て、さらなる周知活
動に取り組んでいき
ます。

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

活動意欲の維持・
向上を図るため、研
修会を実施します。
引き続き活動機会
の充実、新規会員
の獲得に向けた活
動を支援します。

引き続き、ホームタウン
チームのホームゲームで
の活動やスポーツ以外
のイベントでも、まちだサ
ポーターズの活動機会
が増えるよう積極的に呼
びかけを行います。ま
た、まちだサポーターズ
のボランティア活動への
参加意欲向上に向けて
支援を進めていきます。

発足10周年記念の自主事業等のサポート
や、研修会等を実施し、活動意欲の維持向上
を図った結果、活動人数が当初の想定より大
幅に増加しました。具体的には、第3四半期
(10月～12月)は、ホームタウンチームのホーム
ゲームでの活動やFリーグ主催のファイナル
シーズン町田ラウンド等のスポーツイベントに
加えて、スポーツ以外の時代祭りをはじめとす
るイベントが多くあり、1,029人が活動しました。
また、第4四半期(1月～3月)では、ホームタウ
ンチームのホームゲームでの活動等、682人
が活動し、年間で当初の目標値の約30%増と
なる延べ3,384人が活動しました。

3,384人



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

引き続き、特定の職員へ
業務が集中しないよう、
職員間の情報共有を図
り、業務分担の平準化に
努めるとともに、年次有
給休暇の取得しやすい
職場風土を醸成し、ワー
クライフバランスの実現を
目指します。

ビジネスチャット等を活用した職員間の情報
共有を図り、特定の職員に業務が偏らない体
制づくりを行った結果、積極的な年次有給休
暇の取得につながりました。
職員1人あたりの年次有給休暇取得日数は、
当初の目標値の3%増となる14.5日となりまし
た。

14.5日14日/人 ○

特定の職員へ業務が集中しないよ
う、職員間の情報共有を図り、業務
分担の平準化に努めました。
その結果、当初計画していた職員
一人当たりの休暇取得日数（上半
期4.6日※夏期休暇5日を除く）を上
回る、5.4日を取得しました。

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、業務の効
率化や職員間の情
報共有・連携の強
化等に努め、ワーク
ライフバランスの実
現を目指します。

8 -
ワークライフバ
ランスの実現

業務分担の平準化や、業務の効率化、職員間の
情報共有・連携の強化に努め、年次有給休暇の取
得しやすい職場風土を醸成します。

年次有給休暇取得日数



順
位

進
捗
状
況

評
価

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

今後も新規収蔵作
品のデータ電子化
を行います。

4 - 業務の効率化

事前にチャットで情報共有を行うこと等により、課内
で行っている会議の時間を短縮し、業務の効率化
を図ります。また、定期的に達成状況を確認し、課
内で共有します。

会議時間の1時間以内
終了率

80% ○

開催した会議26件のうち、1時間以
内に終了した割合は96％です。
各担当者の報告を日々チャットを
活用して行うことにより、会議時間を
短縮しました。

引き続き、達成状況を共
有しつつ、チャットを活用
し、細かくコミュニケー
ションをとることで会議の
長時間化を抑えます。

会議の議題にについて日頃から細かく確認し
あうことで、1時間を超える会議は、年間を通し
4回にとどめることができ、年間での達成率は
９１％となりました。

91% C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

今後も、チャット等
の活用が難しい会
議を一度に行うの
ではなく、日々細か
く業務を確認し合う
体制の構築に努め
ます。

作品と資料を照合させる調査をし、
35件中26件の入力が終わりました。

引き続き順次データの入
力を進めます。

年間を通して、作品と資料の照合させる調査
を行い、目標の35件の入力が終了しました。

35件

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き魅力ある
展覧会を開催する
とともに、展覧会の
魅力を更に周知で
きるようSNS等により
当館の情報を積極
的に広めていきま
す。

2 -
SNSによる情
報発信

美術を楽しむ人を増やすために、SNSで情報の発
信を積極的に行います。

SNS発信回数 350回 ○

発信回数183回（X（旧Twitter）103
回、instagram80回）であり、目標値
の半数の175回以上の発信ができ
ました。

展覧会の作品解説を充
実させるとともに、ミュー
ジアムショップの商品や
イベントの告知、シャトル
バスの運行情報など、さ
まざまな版画美術館の魅
力や情報を発信していき
ます。

年間を通し作品の解説やミュージアムグッズ
情報・イベントの告知・シャトルバス運行情報
を発信することで回数を伸ばすことができまし
た。

400回 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、お客さま
が興味を持ち、美
術館に足を運びた
くなるような情報発
信をするよう努めま
す。

1 -
魅力的な展覧
会の開催

「自然という書物」展や「揚州周延」展など魅力的な
企画展を実施するとともに、シャトルバスの運行や
関連催事の実施によって、来館者の確保に努めま
す。
なお、これまで「ミニ企画展」としてきた常設展示室
での展覧会は、企画性が高い内容であることを明
確にして興味を喚起するため、2023年度から「特集
展示」に名称を変更します。

企画展・特集展示の観
覧者数

計画
類型

「自然という書物」展や「出来事との
距離」展、「版画家たちの世界旅
行」展の3つの企画展と2つの特集
展示を実施しました。
特に「自然という書物」展は多くのメ
ディアに紹介され、図録も完売する
など注目度の高い展覧会となりまし
た。観覧者数は企画展の目標値
22,257人に対して20,774人、特集
展示の目標値11,700人に対して
21,550人となり、上半期全体では
42,324人と目標の33,957人を超え
ました。
なお、シャトルバスは、定員に対す
る利用率が2022年度と比較し
13.3％増えており、観覧者の獲得
に寄与しています。

100,000人を目標に「楊
洲周延」「小中学校作品
展」など企画展を4回、特
集展示を3回開催しま
す。
企画展「楊洲周延」「版
画の青春」の開催期間中
に、シャトルバスを運行
し、より多くの方がご利用
いただけるようSNS等で
宣伝します。

「自然という書物」「出来事との距離」「版画家
たちの世界旅行」「楊洲周延」「新収蔵作品
展」「第37回町田市公立小中学校作品展」「版
画の青春」の７つの企画展と5つの特集展示を
実施しました。
観覧者数は目標値を20％上回る120,000人と
なり、目標を達成することができました。各企
画展ともにTV放映や新聞に掲載されるなど、
メディアに注目される展覧会となりました。
また、シャトルバスについては、定員に対する
利用率は49.0％となり、2022年度より6.1ポイン
トの増加となりました。

120,000人

100,00099,94
0人

※目標値につ
いて、端数の
調整のため、
繰り上げ処理
をしました。

○

3 -
収蔵品データ
の電子化・作
品調査

収蔵品の効果的・効率的な活用を行うために、512
件の重要物品の情報についてデータの電子化を
進めます。

収蔵品（重要物品）の
データ作成件数

35件 ○

部課名 文化スポーツ振興部　国際版画美術館

課の使命
・すべての来館者に対して優れた美術作品に触れる機会や創作、発表の場を提供し、美術に親しむことの喜びや感動、やすらぎをもたらします。
・貴重な文化財である版画作品の収集・保存を通じて、市民の財産としての版画の価値を未来に伝えるとともに、専門性に裏付けられた版画文化に関する良質な情報発信を行います。
・町田市の文化振興および文化・芸術都市としてのブランドイメージの向上に寄与します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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